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はじめに :腸間膜動脈血栓症,壊 死性腸炎,腸 捻転

などに起因する短腸症候群やクローン病など腸管機能

障害に対する小腸移植の有効性が報告されている。 し

かし,小 腸は虚血再濯流障害や拒絶反応が強 く,移 植

後腸管の viabilttyを早期に評価する方法はいまだ確

立されていない。今回,イ ヌを用いて小腸虚血再濯流

障害モデルを作製し,移植後腸管 viabilityの評価での

腸管粘膜 pH(pHi)測 定の有用性を検討した。

対象,方法 :体重12～20kgの 雑種成犬を全身麻酔下

に開腹 し,全 小腸を遊離,口 狽1は空腸上部で,肛 門側

は回腸末端で切断した。回腸切断瑞 よりtonometerを

挿入・留置し,pHlを 虚血前,再 濯流直前,再 濯流 1,

3,12時 間後に測定した。上腸間膜動脈 (SMA)お よ

び上腸間膜静脈 (SMV)周 囲のリンパ節 と神経を郭清,

露出後 SMAま たは (および)SMVの 速断方法で実験

を以下の 4群 に分けた。Group li SMA 60分間 (n=

6),GrOup 2i SMA 120分間(n=6),GrOup 3i SMA十

SMV 120分 間(n=8),Group 4 i Sham Operadon(n=

6).虚 血前,再 濯流直前,再 濯流 1時間後に回腸組織

を採取 し,回 腸組織の障害の程度をChiuら 1)の分類に

準じて 0～ 5の 6段 階にスコア化 し,pHi値 (源j定値

と虚血前値 との差)と 病理組織学的障害程度 との関係

について検討した。

結果 :Group l,2で は,再 灌流前後の回腸組織の障

害程度はほぼ同様で,再 濯流直前は繊毛先端に上皮下

腔の拡大を認め,Grade 2から3を 示した。再濯流 1時

間後には,絨 毛先端から下方に向けて上皮の剣奪した

Grade 4にまで障害が進んだ。Group l,2と もに再濯

流直前,再 濯流 1時 間後の pHiの 前値 との差はそれぞ

れ-0.43,-030で あつた。GrOup 3では,再 濯流直前

Grade 3から4で あった障害は,再 濯流 1時 間後には

繊毛が消失し,Cryptま で障害が及ぶ Grade 5まで障

害が進んだ。pHiの 前値 との差はそれぞれ-062,一

0.55であつた。Group 4では,すべての採取組織に大き

な障害は見られず,Grade lを示 し,pHi値 の変化 も認

められなかった。すべてのイヌの再濯流 1時間後にお

ける回腸粘膜の障害程度 とpHi値 との関係をFig.1

に示す。組織学的障害程度の少ないものはpHi値 が前

ヌ小腸の虚血再濯流障害時における腸管粘膜 pHと

粘膜の病理組織学的障害 との関係について
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値に近 く,障 害が強 くなるほどpHi値 が前値より下が

る傾向がみられた。

考察 :小腸移植後腸管の viabilityの評価について

種々の研究が成されているが,組 織学的検索以外に有

用な方法はいまだ確立されていない。Borosらのはイ

ヌの小腸虚血再濯流障害のモデルで,小 腸虚血が pHi

の低下をもたらすと報告している。pHiイ直の低下は虚

血再濯流障害に伴う微小循環の荒廃による組織のアシ

ドーシスにより起 こり,venOus congestionの力回わる

GrOup 3でより強 くなると考えられた。また,pHi値 は

虚血再濯流後の粘膜の病理組織学的障害の程度に反映

し,移 植後腸管の viabiltty評価 にpHiの 測定が簡便

かつ有効であるとの結論を得た。
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